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研究分野：保存治療系歯学 
科研費の分科・細目：歯内療法学 
キーワード：形状記憶ポリマー、根管充填材、トランスポリイソプレン、暫間被覆冠 
 
１．研究計画の概要 
（1）現在、臨床で使用されている根管充填
材の主成分であるトランスポリイソプレン
を架橋することによって、根管充填材に形状
記憶機能を付与し、その形状記憶という機能
を活かして、現行の根管充填法よりも操作性
や封鎖性に優れた新規の根管充填法を開発
することを目的とし、最適な性質を備えた根
管充填用ポイントの作製法を確立するため
に、様々な条件下で根管充填用ポイントを試
作し、それを用いて根管充填の操作性や封鎖
性などを調べ検討する。 
（2）トランスポリイソプレンを架橋するこ
とによって、暫間被覆冠に形状記憶機能を付
与し、その形状記憶機能を活かすことによっ
て、咬合面や接触点の調整の必要がなく、ま
た、仮着用セメントを用いなくても装着が可
能となるような、現行の暫間被覆冠の問題点
を克服する暫間被覆冠の開発を目的とし、ど
のような材料設計で作製した暫間被覆冠が、
機械的性質や操作性について最適な性質を
備えているかについて調べ検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）根管充填材について 
①試料作製法 
根管充填材は、非常に微細な材料であり、そ
のため緻密な材料設計が必要である。現在、
臨床で比較的用いられているサイズでは、や
や太めではあるが 80 番の太さのポイントを
作製し、ポイントの形状効果、架橋剤や架橋
促進助剤の配合率の影響、また、架橋のため
の加熱処理などの条件が、材料の機械的性質、
あるいは操作性や封鎖性にどのように影響
するかについて解析を行なっており、それら

の影響についても明らかになってきている。 
②操作性 
口腔内温度である 37℃の温度刺激で、所要時
間 1～２分間で根管充填用ポイントの形状を
回復させて、根管充填を行うという術式と、
そのための試料作製法は、ほぼ確立されてい
る。 
③封鎖性試験 
上記の試料作製法と術式によって、アクリル
製の人工根管に根管充填を行い、色素浸透試
験にて封鎖性を調べているが、現在のところ、
長いもので約 1年にわたって良好な結果が得
られている。 
（２）暫間被覆冠について 
①試料作製法 
形状記憶機能を利用して支台歯への装着が
可能であり、また、暫間被覆冠自らが自動的
に咬合面や接触点の調整を行なうことが可
能である暫間被覆冠の材料設計や、架橋のた
めの加熱処理などの条件について解析を行
なっており、試料作製法も確立されてきてい
る。 
②装着法 
咬合面と接触点部以外は、37℃の温度刺激に
よって形状が回復し、支台歯に密着していく
ことによって、セメントを用いなくても装着
が可能であり、また、咬合面や接触点の調整
は、それぞれを加熱軟化し、その後再結晶化
させるという方法により、自動的な調整が可
能であるといった術式が確立されてきてい
る。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
本研究は、臨床応用するための基礎的なデー
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タを収集することが目的であったが、そのた
めのデータは、かなり集まっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）根管充填材について 
現在、80 番のポイントを試作し、操作性や封
鎖性の検討を行っているが、今後は、更に細
いポイントを試作し、その操作性や封鎖性の
検討を行う予定である。また、根尖孔が大き
く開いた根管など、現行の根管充填法では、
充填しづらい根管に対しての操作性や封鎖
性の検討なども行う予定である。 
（２）暫間被覆冠について 
これまでは、装着法や咬合面や接触点の調製
については顎模型と人工歯を用いて調べて
きたが、今後は天然歯に装着した場合の辺縁
からの漏洩などを調べ検討していく予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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